
3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

災害対応業務では、水道施設及びその他インフラに係る被害情報の収集、応急作業計画の立案及びその実施が

迅速、かつ効果的に行われる必要があります。

特に巨大地震等の大規模災害時は、水道施設への被害が広範にわたり、かつ、他都市からの応援にも時間を要する

ため、応急活動にあたっては、限られた資源（人員、資機材）を最大限に有効活用する必要があります。そのため、

速やかに、水道施設及び他のインフラに関する被害情報や、市民の避難状況等の様々な情報を収集・分析し、最も効

果的な応急活動計画を立案する必要があります。

パトロールで発見した被害、お客さま等からの通報、関係機関の持つ情報、SNS上に掲載された情報等、市中か

ら様々な情報を収集・分析し、応急活動の意思決定を支援する「防災システム」を求めています。

 最も効果的な応急活動（復旧、給水）の作業計画案を自動で策定

【イメージ（案）】

 道路交通情報（通行可能状況等）より、応急活動現場まで最速となるルートを抽出

 管路被害状況、断水状況及び復旧作業従事可能人数等より、復旧効率が最大で、復旧日数が最短となるよう応急復旧計画を策定

 避難所への避難者数、断水状況及び道路交通情報等より、一人当たりの給水量が最大となるような応急給水計画を策定

４ 技術の導入により代替が期待される業務
①被害状況の収集（現状 1/2500図面上に書込み）

②災害現場対応で認知した被害情報の局内共有（現状 電話やFAXを利用した本部対策機関への連絡）

③被害状況のとりまとめ及び報告（現状 被害状況を行政区ごと等に集約して件数を報告）

④応急活動計画（応急復旧、応急給水）の策定（現状 個別被害ごとに応急復旧、応急給水計画を策定し優先順位

を判断）

名９ 災害対応業務のデジタル化及びAIの活用 求める技術：⑧

名古屋市

1  課題を抱える業務の内容


